
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月   

 ４日（日） 粋（いき）メンプロジェクト事業 

        「父子（祖父と孫）で和菓子を作ろう」 

２１日（水） E ネット定例会 

２３日（金） 話スペース「ぽこ あ ぽこ」 

９月   １日（日）～８日（日） Ｅフェスタ 2019 

 ５日（木） 高岡市企画講座（Ｅフェスタ2019ワークショップ） 

        「働く女性のWork＆Life＆Self ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾐﾅｰ」 

 ８日（日） メインイベント（基調講演＋ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ） 

        -ｾﾝﾀｰとわたしたち-「共に創る Eぃぃまち高岡」

～これまでの 15年 これからの 15年～ 

１８日（水） 男女平等推進プラン情報誌「ありーて」 

         第５回編集会議 

２７日（金） 話スペース「ぽこ あ ぽこ」 

２９日（日） 市民企画講座（多職種ネットワーク高岡） 

        「女性たちによる無料相談会」 第１回 

   

中旬予定   

 

 当センターのサロンでは男女平等・共同参画に

関する図書の閲覧や貸出をしています。 

 市民の皆さまへ提供する資料をより一層充実さ

せるため、ご協力ください。 
 

●男女平等・共同参画に関する本 

●働き方、ワーク・ライフ・バランスに関する本 

●からだ、性（LBGTなど）に関する本  など 

 

※ご寄贈いただいた図書の 

取り扱いは、センターに 

ご一任ください。 

高岡地区広域圏のゴミ問題を考える会 

 私たちの会は現在氷見市にあるゴミ焼却施設建設に

伴うダイオキシン汚染のことで設立致しました。少なからず

成果はありましたが、ごみそのものの減少、排ガス中の重

金属や豪雨時の排水については力不足になりました。昨

年、冊子「地層処分ここが問題だ！原発とそのゴミから

見えてくるもの」を作製しました。ぜひ読んで下さい。 

高岡市男女平等推進センター 

休館日  毎月第４月曜日、１２月２９日～翌年１月３日 

所在地  〒933-0023 富山県高岡市末広町 1 - 7（ウイング・ウイング高岡 6 階）    

問合先  TEL：（0766）20-1810  FAX：（0766）20-1815 

E-mail：gec@city.takaoka.lg.jp 

HP：http://www.city.takaoka.toyama.jp/gec/kurashi/kyodosankaku/center/index.html 

 

相談室（配偶者暴力相談支援センター） 
専任相談員が、DVや生き方、夫婦の問題等色々な相談を受けています。 

※面接相談は要予約 

相談時間   月・火・水・金  ９：３０ ～ １６：３０ 

  木 １４：００ ～ ２０：００ 

休 業 日  土曜・日曜・祝日・毎月第 4月曜・年末年始 

相談室専用電話 （0766）20-1811 

楽学電脳座 
 

 IT ツール（パソコン・携帯電話・スマートフォン・タ

ブレット）だけにとらわれず、終活等、各種講習会

で笑顔いっぱいの時間を作る。 

多職種ネットワーク高岡 
 

 多職種メンバーが、専門知識やネットワークを生

かし、少しでも住みよい地域をつくりたいと考えて結

成した会です。昨年度より無料相談会を開き、今

年度も３回の相談会を開催します。 
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センター企画講座  6月 29日（土） 

「男女共同参画からダイバーシティに向けて」 

講師：大工原 ちなみさん（富山大学人文学部教授） 

センターサロンでは展示コーナーとサンフォルテから図書を借り書籍紹介コーナーを

設置しました。昨年に続き、中央図書館（同館２階）と連携し、図書館職員が選りすぐ

った男女共同参画に関する書籍 76 冊を紹介する特設コーナーも設置し、多くの方が閲

覧されていました。 

アレッセ高岡 
 

 毎週火曜日と土曜日に、外国にルーツを持つ子ども

たち（中学生以上）の学習サポートをしています。一

緒にサポートをしてくれる講師やアシスタントを募集し

ています。外国語ができなくても構いません。やさしい

日本語で教えます。 告 報 

女性、男性、シニア、多国籍、LGBT、障がいのあ

る方々などの違いは当たり前。急速に進む少子化・高

齢化、核家族化の社会の中で、これらの多様性を認め、

尊重して受け入れ、平等に参画し、能力を最大限発揮

できることがこれからの社会に求められています。 

そのためには、私たち一人一人がどのように向き合

えばよいか学びました。 

受講者からは「男女共同参画の現状をわかりやすく

学ぶ事が出来た」「“ダイバーシティ”が一体何なのか

わからなかったのですが、丁寧なお話によって理解す

ることが出来ました」などの感想がありました。 

特設図書・展示コーナー 


